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I 教育水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 教育の実施体制 

 平成 16～19 年度に係る現況分析結果は、以下のとおりであった。 

 

［判定］ 

期待される水準にある 

 

［判断理由］ 

 「基本的組織の編成」については、平成 18 年度より、６年制の薬学科と４年制の創薬科

学科の並行制を採用し、また臨床実務教育を企画する医療薬学講座を設置した。薬学部専

門科目担当教員を医学薬学研究部に所属させ、医学部学生と一部協同授業を実施し教育効

果を高めているなどの優れた取組を行っていることから、期待される水準を上回ると判断

される｡ 

 「教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制」については、４年制･６年制並行制

度や基礎教養教育の準備･改善のため、コアカリキュラム、実務実習やその事前教育のため

のワークショップが、和漢医薬学総合研究所の教員も加え、継続的に開催されているなど

の相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、薬学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育の実

施体制は、薬学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 上記について、平成 20 年度及び平成 21 年度に係る現況を分析した結果、平成 16～19 年

度の評価結果（判定）を変えうるような顕著な変化が認められないことから、判定を第１

期中期目標期間における判定として確定する。 

 

 

2. 教育内容 

 平成 16～19 年度に係る現況分析結果は、以下のとおりであった。 

 

［判定］ 

期待される水準にある 

 

［判断理由］ 

 「教育課程の編成」については、教養教育、専門科目、実務実習が合理的に配置され、

加えて習熟度別クラスが編成されている。習熟度別クラスでは必要に応じ、２倍の時間を

かけて授業が行われているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあ
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ると判断される｡ 

 「学生や社会からの要請への対応」については、学生や社会からの要請に対応し、習熟

度別クラス編成、外国語講習会、薬局訪問、製薬企業見学の他、薬学経済の授業開講を行

っているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、薬学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育内容

は、薬学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 上記について、平成 20 年度及び平成 21 年度に係る現況を分析した結果、平成 16～19 年

度の評価結果（判定）を変えうるような顕著な変化が認められないことから、判定を第１

期中期目標期間における判定として確定する。 

 

 

3. 教育方法 

 平成 16～19 年度に係る現況分析結果は、以下のとおりであった。 

 

［判定］ 

期待される水準にある 

 

［判断理由］ 

 「授業形態の組合せと学習指導法の工夫」については、講義（少人数セミナーやチュー

トリアル授業を含む）、コンピューターを用いた語学教育、実習、総合薬学演習とその発表

会、卒業研究とそのポスター発表会が実施され、個々の学生の学習状況がモニターされな

がら教育が行われているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にある

と判断される｡ 

 「主体的な学習を促す取組」については、学生は土日祝祭日を含め医薬学図書館の 24 時

間利用可能、また総合薬学演習と卒業研究で主体的学習を促しているなどの優れた取組を

行っていることから、期待される水準を上回ると判断される｡ 

 以上の点について、薬学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育方法

は、薬学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 上記について、平成 20 年度及び平成 21 年度に係る現況を分析した結果、平成 16～19 年

度の評価結果（判定）を変えうるような顕著な変化が認められないことから、判定を第１

期中期目標期間における判定として確定する。 

 

 

4. 学業の成果 
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 平成 16～19 年度に係る現況分析結果は、以下のとおりであった。 

 

［判定］ 

期待される水準にある 

 

［判断理由］ 

 「学生が身に付けた学力や資質・能力」については、就職希望者の就職率がほぼ 100%で、

薬剤師国家試験合格成績も国立大学の上位にある。大学院進学希望者も多く、学部卒業生

の就職率も 100%であることより、学生は必要な学力や能力を身につけていると判断される

などの優れた成果があることから、期待される水準を上回ると判断される｡ 

 「学業の成果に関する学生の評価」については、学生アンケートによると、授業の予習･

復習はやや低いが、内容への関心･興味が大きく、理解度も期待される水準にあるなどの相

応な成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、薬学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、学業の成

果は、薬学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 上記について、平成 20 年度及び平成 21 年度に係る現況を分析した結果、平成 16～19 年

度の評価結果（判定）を変えうるような顕著な変化が認められないことから、判定を第１

期中期目標期間における判定として確定する。 

 

 

5. 進路・就職の状況 

 平成 16～19 年度に係る現況分析結果は、以下のとおりであった。 

 

［判定］ 

期待される水準にある 

 

［判断理由］ 

 「卒業（修了）後の進路の状況」については、60～70%は大学院進学であり、30～40%の

学生の就職率も医薬品関連で 100%に近いなどの相応な成果があることから、期待される水

準にあると判断される｡ 

 「関係者からの評価」については、入学の２次試験に英語を課しておらず、外国語につ

いて高い能力を修得させるため入学後の外国語教育に配慮しており、就職先の評価はおお

むね良好であるなどの相応な成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、薬学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、進路・就

職の状況は、薬学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 
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 上記について、平成 20 年度及び平成 21 年度に係る現況を分析した結果、平成 16～19 年

度の評価結果（判定）を変えうるような顕著な変化が認められないことから、判定を第１

期中期目標期間における判定として確定する。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 平成 16～19 年度に係る現況分析結果は、以下のとおりであった。 

 

［判定］ 

相応に改善、向上している 

 

［判断理由］ 

 「高い質（水準）を維持している」と判断された事例が２件、「相応に改善、向上してい

る」と判断された事例が２件であった。 

 

 上記について、平成 20 年度及び平成 21 年度に係る現況を分析した結果、平成 16～19 年

度の評価結果（判定）を変えうるような顕著な変化が認められないことから、判定を第１

期中期目標期間終了時における判定として確定する。 
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